
 

 

 

 

 

スケート競技ショートトラック種目 黒川選手・井上選手 7位入賞！ 
成年女子 3000ｍリレー4位入賞！ 
1月 31日（日）名古屋市日本ガイシアリーナアイスリンク。最終日も、
本県選手団は大活躍してくれた。成年女子 500ｍに出場したタレント発掘
事業修了生の黒川輝衣選手（（株）ヨコハマタイヤジャパン）。B決勝では
4レーンからのスタートで、レース運びが難しい展開になった。しかし、
現地結団式でも語ってくれた“全力を尽くす”という言葉どおり、見事 7
位入賞を果たした。さらに、成年男子 500ｍの B決勝に出場した井上瑠汰
選手（中京大学）。攻めのレースを展開し、同じく 7位入賞を果たした。
そして、成年女子 3000ｍリレー。昨年度の八戸国体において同種目で 8
位入賞を果たしている。出場した古賀あや選手、山田伸子選手、髙島は
るか選手、黒川輝衣選手は、昨年を超える滑りを見せた。チームワーク
の良さが光る盤石のレース展開で B決勝を 1位で終える。結果、A決勝の
他県チームの失格もあり、堂々の 4位入賞を果たした。 
 

やったぞ！！福岡！！ 
スケート競技会 男女総合成績８位 女子総合成績５位 
アイスホッケー競技会 総合成績７位 
 

スケート競技会総合 順位 
アイスホッケー競技総合 順位 

男女総合成績 女子総合成績 

1位 北海道 長野県 1位 北海道 

2位 長野県 北海道 2位 埼玉県 

3位 愛知県 神奈川県 3位 岩手県 

4位 兵庫県 愛知県 3位 大阪府 

5位 神奈川県 福岡県 5位 宮城県 

6位 山形県 兵庫県 5位 千葉県 

7位 大阪府 山形県 7位 東京都 

8位 福岡県 三重県 7位 福岡県 

 
様々な壁を乗り越えて開催された今大会。緊急事態宣言等により練習が思うようにできないジレンマもあった中、

各県のプライドをかけて戦った本県選手団。そして、“出場したくても出場できなかった選手の思い”を胸に、TEAM 
FUKUOKAとして戦い抜いてくれた。すべての選手・スタッフに“感謝”の言葉を送りたい。今までとは違う“新しい
形の国体”で得た結果は、今までにない成長と課題を与えてくれたと思う。しかし、戦いはまだ始まったばかりであ
る。今大会の成果は必ず追い風となって令和 3年度に三重で戦う本県選手団の背中を押してくれると信じている。が
んばれ！TEAM FUKUOKA！ 

 

【選手団を支える本部役員の活躍！TEAM FUKUOKAの強さここにあり。】 
今大会で多くの本県選手が入賞した要因の一つとして、本部役員として帯同した伊藤弘雅ド

クター、中田浩一トレーナーの医科学サポートがあった。フィギュアスケート競技やアイスホッ

ケー競技において離れた競技会場を行き来して、献身的に選手をサポートしてくれた。競技団体

や出場する監督・選手、本部役員がチーム一丸となって戦う。これが TEAM FUKUOKAの強さであ

る。 

【成年女子リレーチーム】 

【ショートトラック種目選手団】 

【中田トレーナー】 

【黒川選手】 【井上選手】 
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